
 

 

   

 

第１章 「知の拠点」から未来の扉をひらく 

１ 図書館のこれまで                    ２ 新しい時代の図書館とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 策定の目的 

これからの図書館は、「地域の知の拠点」としての使命を果たすことに加え、「新しい時代の新た

な学び」を支えるため、市民・地域・企業・行政等の枠をこえたネットワークを強化し、本と人の出

会いや本を媒介にした人と人との出会いによる「つながりづくり」により、地域の未来の扉をひらく

ことが期待されています。このように進化発展していく図書館の姿を、市民と図書館員とが共有する

ことを目的として、「さいたま市図書館ビジョン（第２期）」を策定するものです。 

 

４ ビジョンの構成・対象期間     

                                 令和３年度～令和１０年度（８年間） 
 

 

 

 

 

さいたま市図書館ビジョン（第２期） 概要版  

～本と人 人と人が出会う 「知のひろば」～ 

    

「人生 100 年時代」。最先端技術が産業

や日常生活と結び付く Society5.0 時代や、

感染症や災害等の予測困難な時代において、

的確な情報を入手し見極める力が必要とさ

れ、さまざまな学びの保障、学び直しの機会

が求められています。 

図書館は、多様化・高度化する市民の学び

のニーズに応えるために、最新の技術を活用

した情報提供や、本と人とを結ぶレファレン

スの充実など、オンラインと対面との学びの

環境の融合により、「新しい時代の新たな学

び」を支える存在として期待されています。 

 

 【政令指定都市中第１位】 

・人口１人当たり貸出数 

・人口１人当たり予約数 
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【図書館数】 
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第 2章 基本理念と基本的方向性 

１ 基本理念 

人生 100 年時代。私たちはどう生きるのか。 

図書館は、生きていくための知識やあらゆる情報を、誰もが自由に手に入れることができる場所と

して、最適な情報提供を行います。その情報を取捨選択して使いこなすための情報リテラシー※を身

に付ける手助けをすることによって、「新しい時代の新たな学び」を支えます。 

また、図書館は一人一人を大切にするとともに、人々が集い、つながり、知を創造し、社会参加し

ていくために必要な情報リテラシーのセンター機能を持った「本と人 人と人が出会う 『知のひろ

ば』」としてさらなる歩みを進めていきます。 
 

 

 

「知のひろば」とは、さいたま市の 25 の図書館が、物理的な制約を超えて有機的につながり、市

民と共に創り出す「新たな図書館像」です。 

「知のひろば」は、そこに集う人々が、図書館の資源を活用するだけではなく、それぞれの知を持

ち寄り、分け合い、活動する場や、多様な背景を持った人々や世代を越えた人々の、出会いや交流を

大切にする場となり、本と人、人と人とのつながりの輪を広げます。その「つながり」は、個人の生

活上の課題や地域社会の課題を解決し、新たな価値やイノベーションの創造へとつながり、地域の文

化をはぐくむなど、「わたし」と「まち」の輝く未来を創ります。 

 

２ 基本的方向性 

さいたま市図書館の基本理念「本と人 人と人が出会う 『知のひろば』」を実現するために、 

４つの基本的方向性を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念：本と人 人と人が出会う 「知のひろば」 

※情報リテラシー … 情報を十分に使いこなせる能力。大量の情報の中から必要なものを収集し、分析・活用するための
知識や技能のこと。 

本と人とを 

    つなげる 

基本的方向性２ 

多様な本との出会いと 

本を通した交流の場の 

創出 

知りたいに 

   こたえる 

基本的方向性１ 

多彩なサービスによる 

市民の課題解決への 

サポート 

本と人 人と人が出会う 「知のひろば」 

基本理念 

子どもの豊かな心と 

生きる力をはぐくむ 

  

  

基本的方向性３ 

家庭、教育機関、 

地域との連携による 

子どもの読書活動の推進 

つながりから 

地域の未来をひらく 

  

  

協働と交流による地域活動の活性化と

地域の歴史と文化の保存 

市民活動支援 

基本的方向性４ 



 
資料編 

 

◆「さいたま市図書館ビジョン（第２期）」の位置付け 
 

「さいたま市図書館ビジョン（第２期）」（以下、

「図書館ビジョン（第２期）」という）は、「第２期さ

いたま市教育振興基本計画」及び「さいたま市生涯学習

ビジョン」を踏まえ、本市の図書館の基本理念と基本的

方向性を示すものです。また、「図書館ビジョン（第２

期）」は、上記計画やビジョンに加え、「図書館法」、

「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」に則り、本

市の図書館の目指すところを表すものです。 

 

 

◆中央図書館・拠点図書館の重点目標 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央図書館 

○ 図書館司書として専門性の高い職員が行うレファ

レンスサービスにより、利用者の生活上の困りご

との解決や、地域社会等の課題解決、仕事や研究

の課題解決へと結び付ける機能を強化します。① 

○ 豊富な本を活かし、様々な言語や文化に対する相

互理解を深めるための本の紹介やイベントを行

い、本と人、人と人とをつなげます。② 

○ 「さいたま市子ども読書の日」等、子どもと本を

結び付けるための企画を行います。学校・家庭等

と連携して、さいたま市全域に渡る子どもの読書

活動を推進します。③ 

○ 市の図書館を有機的につなげ横断的な活動を展開

し、地域活性化のための橋渡しをして市民生活を

支えます。また、市の他機関と連携した生活に役

立つ情報提供や、ビジネス支援を行います。④ 

北浦和図書館 

○ 地域の情報を未来につなぐ活動として、地域の

歴史・文化に関する資料を積極的に収集し、情

報発信に努めるとともに、市民や関連部署、団

体等とのつながりの輪を広げていきます。④ 

○ 地域の保育所・学校等の子どもに係る施設や社

会教育施設、ボランティア団体等と連携し、子

どもと家庭に本の世界の楽しさを伝える魅力あ

ふれる活動をします。また、学校図書館支援セ

ンターでは、学校図書館をサポートすることで

子どもの読書活動を支援していきます。③ 

東浦和図書館 

○ プロサッカーチームのホームタウンという特性を

生かし、チームと連携した企画や、サッカーに関

する本や情報の紹介等、読書の楽しみを広く伝え

る取組により、本と人とのつながりを創出しま

す。② 

○ 他の機関と連携して郷土理解に役立つ講座を開催

し、地域への関心を高めるとともに参加した人の

つながりづくりに努めるなど、地域の未来をひら

くためのサポートを行います。④ 

大宮図書館 

○ 「にぎわいからハタラキを起こす」をテーマ

に、多くの人々の交流の拠点となるような賑

わいと活気のある図書館づくりを行います。

② 

○ 地域の人々が図書館の行事やイベントを通じ

て集うことにより、人と人をつなげ、人と地

域をつなげ、これからのまちづくりをより豊

かなものとするようサポートします。④ 

大宮西部図書館 

○ 移動図書館の活用等により、近隣地域はもとよ

り、市内の他の地域の方々にも、最新の情報や読

書の楽しみ、喜びを届けていきます。① 

○ 職員のアイデアを活かし、新しいイベントや展

示、掲示等を行い、本と人、人と人とのすてきな

出会いの機会を増やし、「つながり」を創出して

いきます。② 

春野図書館 

○ 地域の身近な図書館として、区内の最新の情

報や文化を積極的に発信していきます。ま

た、地域の歴史や文化を題材にした講座を開

催し、参加した市民に、地域への愛着を持っ

ていただくとともに、相互につながりを持

ち、さらにそのつながりから活動の輪が広が

っていける取組を行っていきます。④ 

○ 子どもと本との出会いの場を増やして、子ど

もが読書を好きになり、子どもの豊かな心と

生きる力をはぐくめる環境をつくります。地

域の保育所などの団体と連携・協働すること

により、子どもの読書活動を推進していきま

す。③ 

※表中の数字①～④は、本ビジョンにおける基本的方向性の数字を示しています。 

図書館の設置及び運営上の 

望ましい基準 
図書館法 

第２期さいたま市教育振興基本計画 

さいたま市生涯学習ビジョン 

 さいたま市公民館ビジョン 

さいたま市 

子ども読書活動推進計画 

さいたま市図書館ビジョン 

        （第２期） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩槻図書館 

○ 岩槻人形博物館や区内で行われるイベント等と

連携するなど、伝統文化の保存・活用・伝承の

一翼を担う拠点を目指します。④ 

○ 商店街に隣接した図書館ならではのビジネス支

援を行うとともに、商工会や「にぎわい交流館

いわつき」が行うイベントに合わせ、商店主や

参加者をターゲットとした資料の紹介を行い、

地域の未来づくりに貢献します。④ 

与野図書館 

○ 地域の伝統や文化芸術に関する資料の収集を推

進するとともに、市民や関連部署等と連携して

地域に関する資料を収集し保存していきます。

また、資料の提供を通して地域活動を支援し、

地域社会における学びや活動の循環を生み出し

て、未来の地域づくりに貢献します。④ 

○ 子ども向けのイベントの開催や、児童書の紹

介・展示、オンラインで図書館イベントを楽し

めるコンテンツの充実などの取組を通して読書

が好きな子どもを育てるとともに、さまざまな

団体と手を携えて子どもの読書活動を地域全体

に広めていきます。③④ 

桜図書館 

○ 地域由来の伝統や文化に関する情報を、市民講

座や展示等の事業を実施し、その魅力と価値を

発信することで、「つながり」を創出し地域の

未来をひらきます。④ 

○ 子どもの心に生きる力の種をまくため、スポー

ツチームやボランティア団体・学校等と連携・

協働し、多種多様な事業を通して子どもと本と

の出会いの機会を推進し、読書好きな子どもを

増やします。③ 

北図書館 

○ 世界に誇る盆栽の魅力を発信するため、洋書も

含め盆栽の関連図書を収集します。また、盆栽

美術館や盆栽村と連携・協働しイベントを開催

するなど、地域の伝統産業を未来へ引き継ぎま

す。④ 

○ 視聴覚ライブラリーでは、地域のアーカイブス

やドキュメンタリー作品の上映会を催し、上映

後に意見交換会を設けるなど、人と人、人と地

域の交流の拠点となります。②④ 

武蔵浦和図書館 

○ 過去に学び未来をひらく一助となるよう、地域の文化・伝統・歴史等に関する資料の継承に貢献するととも

に、地域に関する本や情報と人を結びつけます。②④ 

○ 子育てを応援するために、本や情報を活用し、出産・育児・子どもと本等に関する市民の課題解決を支援し

ます。また、子育てを支援する様々な機関との連携協働によるおはなし会・講座を開催するなど、本と人、

人と人をつなげることで包括的な子育て支援を目指します。①③ 
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